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生育経過 
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＜収量＞ 
㎡当り総節数、着莢数はやや多くなりましたが、子実肥大期の台風、カメム

シ類の多発生から未熟粒、腐敗粒の混入が目立つところが多く、また草姿の乱

れ、倒伏から百粒重はやや小さくなりました。収穫は１１月１５日頃から始ま

り、年内にはほぼ終了しました。収量は倒伏の影響からコンバイン収穫時の損

失が多く、昨年よりは勝るものの平年よりはやや下回りました。１等比率は昨

年よりかなり下回り、格付低下要因はしわ粒、汚損粒、未熟粒等となりました。 

 

 

次作以降の対策 

作業 
 早めの準備を心がけて、適期作業に努めましょう。麦作跡では、明渠の点検

を行うなど、播種前後に雨水が停滞しないよう排水対策に努め、７月１０日頃

の適期に播種しましょう。 
雑草管理 
 帰化アサガオ類、ホオズキ類、ホソアオゲイトウ等の強害雑草の発生が増加

しています。これらの強害雑草は、収穫作業に影響を及ぼすとともに、汚粒や

異物混入の発生の原因となり、品質が低下します。適期の除草剤散布や中耕に

より、雑草の発生・生育を抑えましょう。また、生育ステージ後半まで残って

しまった雑草については、手で抜き取ることによって、収穫作業・次作以降の

対策につながります。 
病害虫対策 
 ミナミアオカメムシ等の吸汁性カメムシ類の発生が増加しています。吸汁性

カメムシ類は大豆の子実を吸汁し、未熟粒の発生や不稔莢等の原因となります。

被害は、適期に薬剤散布による防除を行うことで抑えられます（9 月中旬と 10
月上旬の 2 回防除を行うと効果的です）。 

 

○生育基準ほの成熟期・収量調査結果
栽植密度 成熟期 主茎長 総節数 稔実莢数 子実重 百粒重
本/㎡ 月日 cm 節/㎡ 莢/個 kg/10a ｇ

フクユタカ 安濃 狭畦 22.7 11月11日 69.2 555 32.3 225 27.6
一志 中耕培土 12.9 11月7日 82.5 409 50.6 218 30.6

品種 調査地点 栽培様式

○検査等級比率（％）
１等 ２等 ３等

Ｈ２９年産 19.9 39 .3 31.2
Ｈ２８年産 44.9 24 .3 23.5


